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男性 5.0±1.9 0.5 4.0 5.0 6.0 12.0 
0.0000 
女性 3.7±1.4 0.0 3.0 3.5 4.5 10.5 
副菜
男性 4.4±2.6 0.0 2.5 4.0 6.0 13.5 
0.9849 
女性 4.4±2.4 0.0 3.0 4.0 6.0 16.0 
主菜
男性 7.1±3.7 0.0 4.5 6.5 9.0 30.5 
0.0000 
女性 5.3±2.8 0.0 3.5 5.0 7.0 17.5 
牛乳
男性 0.8±1.4 0.0 0.0 0.0 1.5 7.5 
0.0117 
女性 1.1±1.5 0.0 0.0 0.5 2.0 12.0 
果物
男性 0.7±1.2 0.0 0.0 0.0 1.0 9.0 
0.0001 
女性 1.0±1.2 0.0 0.0 1.0 1.5 9.0 
ひも
男性 185.7±216.1 0.0 0.0 137.0 297.0 1073.0 
0.0000 








最小値 25%値 中央値 75%値 最大値 p値
主食
男性 76±29 0 60 70 90 170 
0.0000 
女性 70±29 0 50 70 80 220 
副菜
男性 71±41 0 40 70 90 230 
0.9849 
女性 75±41 0 50 70 100 270 
主菜
男性 151±75 0 100 140 190 610 
0.0000 
女性 140±73 0 90 130 180 440 
牛乳
男性 38±64 0 0 0 60 80 
0.0117 
女性 56±77 0 0 30 100 600 
果物
男性 33±54 0 0 0 50 450 
0.0001 
女性 53±61 0 0 50 80 450 
ひも
男性 93±101 0 0 70 150 540 
0.0000 

















性別 平均±SD 最小値 25%値 中央値 75%値 最大値
主食
男性 5.0±1.3 1.4 4.3 5.0 5.7 9.3 
女性 3.7±1.0 0.5 3.2 3.6 4.3 8.7 
副菜
男性 4.4±1.6 0.8 3.2 4.2. 5.4 9.5 
女性 4.5±1.6 1.0 3.5 4.2 5.5 11.4 
主菜
男性 7.0±2.1 1.4 5.6 6.9 8.3 14.9 
女性 5.4±1.6 1.1 4.4 5.3 6.4 11.7 
牛乳
男性 0.8±0.8 0.3 0.3 0.3 1.3 4.3 
女性 1.1±0.6 0.4 0.6 1.0 1.6 4.8 
果物
男性 0.7±0.7 0.2 0.2 0.2 0.9 5.2 
女性 1.0±0.9 0.2 0.2 1.0 1.4 6.9 
ひも
男性 194.4±130.0 93.0 79.1 162.6 265.1 700.4 










男性 女性 男性 女性
主　　食 0.500 0.667 1.04 0.70 
副　　菜 0.667 0.667 1.65 1.20 
主　　菜 0.500 0.500 1.77 1.93 
牛　　乳 0.500 0.500 1.26 3.08 
果　　物 0.500 0.500 1.10 0.77 
ひ　　も 0.667 0.500 1.37 3.81 
４．考察
１）食事バランスガイドにおいては，目安のSV数
が定められていることから，実摂取SV数がどれだ
け充足しているかを，過不足率として示した．副菜
は，目安に対して，約７割しか摂取できていなかっ
た（目安が約6SVであり，約1.5SVの不足といえる）．
また『宮崎県民の健康と食生活の現状』より，野菜
の平均摂取量は240gであり，目標である350gに対
して約110gの不足であった．これを副菜のSV数に
すると1.5SVであり，副菜は野菜以外の海草類など
も含まれるため一概には言えないが，野菜摂取量の
不足と副菜の不足がほぼ一致していると考えた．こ
のことから，今後の栄養指導では副菜を一皿増やす
という分かりやすい指導で，野菜摂取量の不足が改
善されると考えた．
　性別の比較結果から，主食，主菜の摂取SV数は
男女間で差が見られるが，過不足率では性差による
基準SV数の違いから，性差は小さくなった．この
ことから，過不足率を用いることにより，食事バラ
ンスガイドの基準を考慮した評価ができると考え
た．
　また，牛乳，果物においては，摂取SV数と過不
足率共に，男女間で有意に差が認められる．特に男
性では，牛乳，果物は基準SV数を大幅に下回って
いた．このように，食事バランスガイドで評価する
に当たっては，男女別で基準SV数が異なる場合に
は，男女別に解析する方が望ましいと考えた．
２）日本人の食事摂取基準５）等においても，習慣
的な摂取量を把握することが望ましいとされてい
る．今回，県民健康・栄養調査の結果を食事バラン
スガイドで読み取った結果より，習慣的摂取量を把
握することで，県民の現状の根拠として示すことが
でき，今後の栄養教育に役立てると考えた．
３）推定プログラムは，いくつかの数日間の食事調
査から習慣的な摂取量にするためのべき乗数を算出
して，習慣摂取量を導き出している．そのため，１
日調査のみの結果からは習慣摂取量が導き出せない
という仕組みである．しかし，今回の対象集団と類
似した集団に対しては，算出した最良べき数や個人
内/個人間分散比を用いることで，１日調査であっ
ても，おおよその習慣摂取量が把握できると考えた．
ただし，この値を用いて推定した結果が正確である
という保証はないので，その点を理解した上で，全
くデータが得られない場合に参考値として活用でき
ると考えた．
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５．おわりに
　宮崎県県民健康・栄養調査は，平成10年６）及び
平成17年７）にも実施されていることから，これら
のデータを食事バランスガイドによる再解析を行う
ことで，食事の変化を検出し施策に反映させること
が可能と考える．
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